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（
仮
称
）
市
民
参
加
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
へ
ご
意
見
を

白井市は
「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。
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市
民
参
加
・
協
働
を
推
進

　
市
の
ま
ち
づ
く
り
は
行
政
だ
け
で

な
く
自
治
会
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
、ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
、
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な

ど
の
市
民
活
動
団
体
や
事
業
者
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い

手
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
特
色
を
生
か
し
な
が
ら

対
等
な
立
場
で
協
働
す
る
こ
と
で
、

私
た
ち
の
ま
ち
に
合
っ
た
き
め
細
か

な
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
さ
れ
、
よ
り
暮

ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
が
進
み
ま

す
。

　
市
は
今
後
の
市
民
参
加
・
協
働
に

よ
る
ま
ち
づ
く
り
「
響
き
あ
い

　
み

の
り
あ
る
協
働
の
ま
ち
し
ろ
い
」
を

目
指
し
て
、
市
民
参
加
・
協
働
の
あ

り
方
や
推
進
施
策
、
体
制
な
ど
を
定

め
る
「（
仮
称
）
市
民
参
加
・
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、

段
階
的
に
市
民
参
加
・
協
働
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

プ
ラ
ン
の
概
要

　
プ
ラ
ン
で
は
市
の
市
民
参
加
・
協

働
の
現
状
を
踏
ま
え
「
市
民
参
加
」

「
市
民
自
治
」「
市
民
協
働
」
の
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
目
指
す
姿
を
定
め
、

市
民
と
市
が
意
見
交
換
や
対
話
を
重

ね
る
こ
と
で
、
市
民
と
市
の
お
互
い

が
響
き
合
う
市
民
参
加
・
協
働
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

プ
ラ
ン
で
目
指
す
3
つ

の
姿

●
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者

な
ど
の
多
様
な
市
民
が
市
の
計
画
策

定
、
事
業
の
実
施
、
評
価
に
参
加
し
、

市
と
と
も
に
ま
ち
を
つ
く
り
あ
げ
て

い
く
多
様
な
市
民
と
と
も
に
つ
く
る

「
市
民
参
加
」

●
自
治
会
や
地
区
社
会
福
祉
協
議
会
、

自
主
防
災
組
織
、
市
民
活
動
団
体
、

事
業
者
な
ど
地
域
の
団
体
が
一
体
と

な
っ
て
、
地
域
で
連
携
・
協
力
す
る

こ
と
で
、
地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

み
ん
な
で
地
域
を
つ
く
る
「
市
民
自

治
」

●
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者
、

市
が
、
情
報
と
目
的
を
共
有
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任
を
自
覚
し
、

共
有
と
信
頼
で
築
く
「
市
民
協
働
」

プ
ラ
ン
の
特
徴

　
プ
ラ
ン
の
特
徴
は
5
つ
あ
り
、
1

つ
目
は
市
が
現
在
実
施
し
て
い
る
後

期
基
本
計
画
第
1
次
実
施
計
画
の
全

て
の
事
業
に
お
け
る
市
民
参
加
・
協

働
の
現
状
を
調
査
・
分
析
し
て
い
ま

市民参加・協働を推進するための新たな事業体系

3つの目指す姿 方　　針 事　　業

響
き
あ
い
　
み
の
り
あ
る
　
協
働
の
ま
ち
　
し
ろ
い

「市民参加」

多様な市民と

ともにつくる

情報の活用と提
供の充実

(1) ICT（情報通信技術）を活用した情報提供の充実
(2) 市の情報発信場所の拡充
(3) 市の内部会議の検討結果の情報提供
(4) 市民のニーズ把握と分析の充実

市民参加・協働の機会
の拡充と環境の整備

(1) 審議会などの会議への市民公募委員の確保
(2) 参加しやすい市民参加の手法の採用

市の行政活動を
知る・学ぶ

(1) なるほど行政講座の充実
(2) テーマ別市民推進員の養成
(3) 事業説明・発表会の開催

「市民自治」

みんなで

地域をつくる

コミュニティ意
識の向上

(1) 地域の魅力発見と地域を知る機会の強化
(2) 子ども世代の地域との関わり強化
(3) 市の PRの推進
(4) 美しい景観形成の推進

地域活動に参加
しやすい環境づ
くり

(1) 団塊シニア世代の活動支援のしくみづくり
(2) 自治会・公益的市民活動団体の支援と加入促進
(3) 市民活動推進センターの運営・機能強化
(4) 市民活動団体認証制度の研究
(5) 市民活動保険制度の創設

地域のリーダーに
なる市民を養成

(1) 地域コミュニティリーダーの養成
(2) 市民活動コーディネーターの養成

地域の課題解決
のための地域の
しくみと環境づ
くり

(1) 小学校区を基礎としたまちづくり組織の設立
(2) 地域コミュニティ活動支援のための財源確保策の検討
(3) 企業の社会貢献活動支援策の検討
(4) 空き店舗などの民間施設の有効活用

「市民協働」

共有と

信頼で築く

協働のしくみづ
くり

(1) 協働のルールづくり
(2) 市民との協働の外部評価の実施

(3) 協働推進体制の構築と市民協働に対応した庁内
組織の改編

協働のモデルづ
くり

(1) 協働モデル事業の実施と発信
(2) 協働事業提案制度の拡充
(3) 民間活用による協働事業の検討

職員の意識改革・
能力形成と職場
環境づくり

(1) コーディネート型職員の育成
(2) NPO・ボランティア活動の理解と参加の推進
(3) 地域コミュニティ活動実績の把握と活用

（
仮
称
）
市
民
参
加
・
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
へ
ご
意
見
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）

　
市
民
参
加
・
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
市
民
と
職
員
が
一
緒
に
な
っ
て
検
討
を
行
っ
た
「（
仮
称
）

市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
」
の
素
案
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
素
案
に
対
す
る
皆
さ
ん
の
意
見
を
募

集
し
ま
す
。

市
民
参
加
で
策
定

　
計
画
の
策
定
に
当
た
っ
て
は
、
平

成
23
年
7
月
か
ら
市
民
と
職
員
が

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
り
現
状
お
よ

び
課
題
を
議
論
し
、
さ
ら
に
市
民
・

市
民
活
動
団
体
・
事
業
者
支
援
団

体
・
学
識
経
験
者
か
ら
な
る
「（
仮

称
）
市
民
参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
プ
ラ
ン
策
定
会
議
」
と
、
市
民
参

加
・
協
働
と
関
連
が
深
い
各
課
の
職

員
で
構
成
さ
れ
る
「（
仮
称
）
市
民

参
加
・
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

庁
内
策
定
部
会
」
が
一
緒
に
な
っ
て

推
進
の
た
め
の
施
策
や
制
度
に
つ
い

て
審
議
・
検
討
し
て
い
ま
す
。

意
見
を
募
集
し
ま
す

　
素
案
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
（
意
見
公
募
）
を
実
施
し
ま

す
の
で
、
意
見
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
い
た
だ
い
た
意
見
は
最
終
的
な
計

画
を
と
り
ま
と
め
る
際
の
参
考
と
し
、

結
果
に
つ
い
て
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
公
表
し
ま
す
が
、
各
意
見
に

対
し
て
個
別
の
回
答
は
し
ま
せ
ん
。

期
限
　
〜
11
月
14
日
㈬

素
案
の
閲
覧
場
所
　
情
報
公
開
コ
ー

ナ
ー
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
図
書
館
、

各
セ
ン
タ
ー
、
市
民
活
動
支
援
課
窓

口対
象
　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法
人
や
団

体申
・
問

　
所
定
の
用
紙
（
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
・
各
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）

に
必
要
事
項
と
意
見
を
記
入
の
上
、

郵
送
か
フ
ァ
ク
ス
、
E
メ
ー
ル
ま
た

は
直
接
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
内
線
3
1
5
1
・
2
へ

sh
im
in
k
atsu
d
ou
@
city
.

sh
iroi.ch

iba.jp

す
。

　
2
つ
目
は
市
の
市
民
参
加
・
協
働

の
事
例
を
具
体
的
に
明
記
し
、
分
か

り
や
す
く
分
類
し
て
い
ま
す
。

　
3
つ
目
は
協
働
の
視
点
か
ら
、
市

や
市
民
、
市
民
活
動
団
体
、
事
業
者

に
期
待
す
る
役
割
と
取
り
組
み
を
明

記
し
て
い
ま
す
。

　
4
つ
目
は
現
在
実
施
し
て
い
る
事

業
に
お
け
る
市
民
参
加
・
協
働
の
取

り
組
み
を
強
化
す
る
た
め
に
、
新
た

に
市
民
参
加
・
協
働
を
推
進
す
る
た

め
の
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
5
つ
目
は
市
は
、
市
民
参
加
・
協

働
を
推
進
す
る
た
め
に
市
長
を
本
部

長
と
し
た
推
進
本
部
を
設
置
し
、
市

に
お
け
る
市
民
参
加
・
協
働
に
つ
い

て
、
市
民
と
職
員
が
合
同
会
議
で
評

価
・
推
進
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

ごみゼロで地域の皆さんが協働でまちづくりに参加（冨士地先にて）
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

平成23年度事業の主な評価・推進状況
事業名

（担当部署名）
平成23年度の
計画・目標

実績 評価結果と判断理由
今後の方向性、

改革・改善計画など

学童保育所事業
（児童家庭課児童
家庭班）

①白井第三第二学童保
育所の新設、南山学童
保育所の改築、白井第
一学童保育所の増築
②児童利用延べ人数
5,208人

①学童保育所の
新設、改築など
の実施

②児童利用延べ
人数　5,280人

【良好】
計画どおり新設、改築、
増築工事が実施でき、就
労などにより昼間保護者
がいない児童の健全育成
の推進が図られた

【現状のまま継続】
児童の増加に伴う平成
24年度の七次台学童保
育所移転などの実施

地域防災計画推進
事業
（市民安全課消防
防災班）

①防災計画の見直しの
ための防災アセスメン
ト（災害の危険性の調
査）実施
②自主防災組織の育成

①防災アセスメ
ントの約40㌫を
実施

②新規2団体を
創設

【概ね良好】
自主防災組織は新設が2
団体あったが、地域防災
計画見直しは見直しの基
礎資料となる防災アセス
メント調査が当初の作業
工程より遅れているため

【拡充・重点化】
避難所となる全小学校
への非常用井戸の設置

感染症予防事業
（健康課母子保健
班）

予防接種実施率
①乳幼児95㌫

②高齢者50㌫

予防接種実施率
①乳幼児
113.4㌫
②高齢者
53.8㌫

【良好】
対象者ごとに個別通知を
行うことで接種を促し、
接種者が目標を上回った
ため

【現状のまま継続】
対象者への個別通知に
よる予防接種実施の促
進および感染症に関す
る知識の普及・啓発・
指導・相談の実施

遊休農地解消事業
（農政課農政班）

遊休農地の面積を昨年
度（113㌶）以下へ

遊休農地面積
112㌶

【やや不良】
遊休農地面積は昨年度以
下となったが、草刈機の
貸し出しにより適切な管
理が行われている農地が
ある半面、遊休農地の解
消は図られていないため

【手段改善】
遊休農地対策の具体策
の早急な検討

環境基本計画推進
事業
（環境課環境保全
班）

第2次環境基本計画の
策定

第2次環境基本
計画の策定

【概ね良好】
計画策定に係る策定委員
会の開催回数が増加し、
計画書の完成が翌年度と
なったが、おおむね予定
どおりの内容を協議し策
定ができたため

【現状のまま継続】
環境審議会や（仮称）
市民環境会議の意見・
指摘を踏まえての環境
基本計画の推進

公共工事に関する
第三者評価事業
（財政課行政改革
推進室）

第三者評価制度の創設 なし 【不良】
平成23年度に制度創設の
計画としていたが、案件
が想定できないことから
必要性が低く、特に取り
組みがなかったため

【現状のまま継続】
施設の建設が想定され
た時点で制度を創設で
きるよう、継続した調
査研究の実施

事
務
事
業
評
価
を
公
表
し
ま
す

〜
総
合
計
画
の
進
行
管
理
〜

　
市
で
は
第
4
次
総
合
計
画
の
将
来

像
「
市
民
と
築
く
安
心
で
健
康
な
ま

ち
し
ろ
い
」
を
実
現
す
る
た
め
、
実

施
計
画
に
基
づ
き
具
体
的
な
事
務
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
計
画
の
進
行
管
理
と
活
用

　
総
合
計
画
と
は
、
市
が
総
合
的
・

計
画
的
に
行
政
運
営
を
進
め
て
い
く

上
で
長
期
的
な
基
本
指
針
と
な
る
市

の
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
計

画
で
「
基
本
構
想
」
「
基
本
計
画
」

「
実
施
計
画
」
の
3
つ
か
ら
成
っ
て

い
ま
す
。
事
務
事
業
評
価
は
、
こ
の

う
ち
実
施
計
画
に
掲
げ
る
事
業
を
す

べ
て
評
価
し
て
い
ま
す
。

　
事
務
事
業
は
そ
れ
ぞ
れ
の
評
価
シ

ー
ト
で
事
業
の
目
的
や
対
象
、
手
段
、

成
果
な
ど
を
明
確
に
し
、
評
価
指
標

（
数
値
）
な
ど
で
職
員
が
自
己
評
価

を
行
い
、
そ
の
結
果
を
基
に
事
務
事

業
の
改
善
や
見
直
し
を
進
め
な
が
ら
、

総
合
計
画
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。
事
務
事
業
評
価
は
予
算
編
成

に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
職
員
自
ら

が
評
価
す
る
こ
と
で
あ
ら
た
め
て
職

員
が
事
業
を
見
つ
め
直
す
な
ど
、
職

員
の
意
識
改
革
に
も
つ
な
げ
て
い
ま

す
。

　
今
年
度
は
、
平
成
23
年
度
に
行
っ

た
2
3
4
事
業
に
つ
い
て
の
実
施
後

の
評
価
（
事
後
評
価
）
を
行
い
、
そ

の
結
果
は
「
良
好
」
が
1
3
7
事
業

（
59
㌫
）  

、   

「
概
ね
良
好
」
が
84
事

業
（
36
㌫
）  

、   

「
や
や
不
良
」
が
9

事
業
（
4
㌫
）  

、   

「
不
良
」
が
3
事

業
（
1
㌫
）
で
し
た
。

　
評
価
方
法
は
担
当
課
に
よ
る
自
己

評
価
（
1
次
評
価
）
に
加
え
、
庁
内

で
組
織
す
る
評
価
委
員
会
に
よ
る
評

価
（
2
次
評
価
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

「
事
業
仕
分
け
」
に
基
づ
く
事
業
の

改
善
内
容
な
ど
に
つ
い
て
も
、
評
価

シ
ー
ト
に
反
映
し
て
い
き
ま
す
。

◆
評
価
結
果
の
公
表

　
各
事
務
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
や
評

価
結
果
の
一
覧
は
、
市
役
所
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な

ど
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
各
事
業
の
評
価
シ
ー
ト
の
平
成
25

年
度
予
算
に
係
る
項
目
な
ど
は
、
2

月
中
旬
以
降
に
公
表
し
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
企
画
政
策
班
　
内

線
3
3
5
3

行
政
相
談

　
市
で
は
、
総
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ

れ
た
行
政
相
談
委
員
が
国
や
独
立
行

政
法
人
、
特
殊
法
人
お
よ
び
自
治
体

の
法
定
受
託
事
務
（
登
記
、
戸
籍
、

年
金
、
雇
用
に
関
す
る
手
続
き
な
ど
）

に
つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
必
要
な

あ
っ
せ
ん
を
行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日
時
　
毎
月
第
3
木
曜
日
（
8

月
を
除
く
）　  

午
後
1
時
〜
4
時

※
毎
月
の
相
談
日
は
、
広
報
1
日
号

の
最
終
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
広
報
カ
レ

ン
ダ
ー
」
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

場
所

　
市
役
所
2
階
相
談
室

行
政
相
談
委
員

　
原
田
敏
子
、
中
村

淑
子

相
談
料

　
無
料

問
　
総
務
課
行
政
班
　
内
線
3
3
1

2
・
3

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

申
請
受
け
付
け
再
開

　
市
で
は
、
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ

ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金
の
申
請
受
け

付
け
を
、
24
日
㈬
の
午
前
9
時
か
ら

再
開
し
ま
す
。

　
申
請
の
受
け
付
け
は
、
予
算
額
に

達
し
た
時
点
で
終
了
し
ま
す
。

受
付
場
所
　
市
役
所
4
階
会
議
室
2

申
・
問

　
直
接
環
境
課
環
境
保
全
班

内
線
3
2
7
6
・
7
へ

秋
の
ご
み
ゼ
ロ
運
動

〜
み
ん
な
で
ま
ち
を
き
れ
い
に
し
ま

し
ょ
う
〜

　
市
で
は
「
ご
み
ゼ
ロ
運
動
」
を
次

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
の
で
、
主
要

道
路
お
よ
び
各
地
区
内
道
路
周
辺
な

ど
の
清
掃
活
動
に
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

※
詳
し
い
実
施
内
容
は
、
各
自
治
会

長
な
ど
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
8
時
〜

10
時

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く
り

班
　
内
線
3
2
7
4

リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
市
で
は
家
庭
で
不
要
と
な
っ
た
品

物
の
有
効
利
用
を
促
進
し
、
ご
み
を

増
や
さ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
リ

サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催
し
ま

す
。

日
時
　
11
月
18
日
㈰
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
3
時
（
雨
天
中
止
）

場
所

　
市
役
所
駐
車
場

【
出
店
者
募
集
】

　
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
店

者
を
募
集
し
ま
す
。

※
友
達
な
ど
と
近
い
場
所
で
の
出
店

を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
し
込
み
時

に
そ
の
旨
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

県へ意見書を提出しました
～汚泥処理施設設置計画に係る
申し出の取り扱いについて～

　白井第2工業団地内に汚泥処理施設を建設するとして、民間事
業者から千葉県の指導要綱に基づく事前協議免除申出書（市への
意見聴取や周辺住民への説明が免除されるもの）が県に提出され
たことに伴い、市では計画内容を周辺住民に説明するなどの手続
きをとる「事前協議対象施設」として取り扱うよう、2月29日に
県に対して要望書を提出しました。
　7月31日付で県からこの施設を「事前協議対象施設」として取
り扱う旨の通知があったことから、市では計画に対して次の事項
に関する内容の意見書を9月14日に県へ提出しました。
●土地利用計画、環境保全に関する計画への適合をはかること
●施設が立地する地域の環境保全について留意すること
●市が所管する事務に係る手続きについて留意すること
■問　環境課指導対策班　内線3272

募
集
店
舗
　
1
0
0
店
舗
（
応
募
者

多
数
の
場
合
や
店
舗
の
位
置
は
抽
選
）

※
結
果
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

出
店
条
件
　
市
内
在
住
者
で
販
売
を

仕
事
と
し
て
い
な
い
人

販
売
で
き
な
い
も
の
　
飲
食
物
、
ペ

ッ
ト
、
法
律
で
販
売
な
ど
が
禁
止
さ

れ
て
い
る
物

出
店
料
　
無
料

申
・
問

　
往
復
は
が
き
に
郵
便
番
号
、

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
出
店
品
目
、  

「
リ
サ
イ
ク
ル

マ
ー
ケ
ッ
ト
出
店
希
望
」
と
記
入
の

上
、
10
月
31
日
㈬
（
必
着
）
ま
で
に

郵
送
で
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
4
へ

※
未
記
入
の
は
が
き
を
直
接
環
境
課

へ
持
参
し
て
申
し
込
む
こ
と
も
で
き

ま
す
。

消
費
者
講
座
「
知
ら
な

い
と
損
す
る
老
後
資
金

の
準
備
」

　
今
後
訪
れ
る
か
も
し
れ
な
い
「
超

高
齢
社
会
」
に
向
け
て
、
第
二
の
人

生
と
し
て
豊
か
な
老
後
生
活
を
送
る

上
で
資
金
面
を
心
配
す
る
人
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
回
の
講
座
で
は
、
生
活
設
計
や

資
産
管
理
な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
専

門
家
を
招
き
、
貯
蓄
や
投
資
の
基
本
、

預
金
の
注
意
点
、
老
後
に
必
要
な
資

金
の
種
類
と
金
額
、
金
融
商
品
の
注

意
点
な
ど
、
老
後
の
資
金
に
つ
い
て

の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
し
ま
す
。

日
時
　
11
月
20
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所
　
文
化
会
館
中
ホ
ー
ル

対
象
　
一
般
　
40
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
千
葉
県
金
融
広
報
委
員
会
金

融
広
報
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
桶
田
勝
さ

ん申
・
問

　
11
月
19
日
㈪
ま
で
に
電
話

か
直
接
商
工
振
興
課

　
内
線
3
2
4

1
へ地

元
で
就
職
応
援
ツ

ア
ー
i
n
印
西

　
若
者
の
就
職
支
援
施
設
「
ジ
ョ
ブ

カ
フ
ェ
ち
ば
」
と
白
井
市
・
印
西
市
・

鎌
ケ
谷
市
が
共
催
で
、
求
人
中
の
地

元
企
業
2
社
を
見
学
す
る
ツ
ア
ー
を

開
催
し
ま
す
。

　
会
社
見
学
を
す
る
こ
と
で
会
社
の

雰
囲
気
を
じ
か
に
感
じ
、
採
用
担
当

者
や
先
輩
社
員
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
で
、
求
め
る
人
材
や
仕
事
内
容

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

日
時

　
11
月
13
日
㈫

　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時
30
分

場
所

　
印
西
市
中
央
駅
前
地
域
交
流
館

対
象

　
す
ぐ
に
就
職
が
可
能
な
15
か

ら
39
歳
ま
で
の
人

　
20
人
（
申
し
込

み
順
）

※
学
生
の
参
加
は
、
卒
業
学
年
の
人

に
限
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ
ち

ば
☎
0
4
7
（
4
2
6
）
8
4
7
1
、

市
商
工
振
興
課
商
工
振
興
班

　
内
線

3
2
4
2
へ

気軽に訪問してください
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お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

道路工事を行います
　市では下図の区間で改良工事、右図の区間で舗装修繕工
事を行います。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事中は交通誘導
員を配置した上で、交通規制を行います。

【今井地区　舗装修繕工事】
　舗装の老朽化に伴う破損が激
しい区間の道路維持を目的とし
て実施します。
期間　10月中旬～下旬（工事日
数は3日間程度）
交通規制区間　■部分（車両
片側交互通行）
■問　道路課管理用地班　内線
3215

【冨士地区　改良工事（車道拡幅・歩道整備）】
期間　10月下旬～ 3月下旬
交通規制区間　■部分（車両片側交互通行）
■問　道路課建設班　内線3212

← 名内橋

金山落

下水道（雨水）工事を
行います

　この工事は大雨などによる家屋や道路の浸水
を防ぐため、雨水管を地中に埋設するものです。
　工事は午前9時から午後5時まで行い、工事期
間中は交通規制を行います。
期間　11月上旬～ 3月下旬
交通規制区間　下図の■部分（車両通行止め）
■問　上下水道課計画建設班　内線3453

Q
　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
「
テ

レ
ビ
番
組
の
放
送
後
30
分
以
内
に
申

し
込
む
と
特
典
が
付
く
」
や
「
問
い

合
わ
せ
殺
到
中
」
と
あ
お
ら
れ
、
思

わ
ず
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
申
し
込
ん
で
し

ま
っ
た
。

　
届
い
た
も
の
は
テ
レ
ビ
で
見
た
よ

り
色
が
く
す
ん
で
い
て
イ
メ
ー
ジ
と

違
う
の
で
、
そ
の
旨
を
業
者
に
伝
え

る
と
「
電
話
で
申
し
込
み
を
受
け
付

け
た
時
に
返
品
で
き
な
い
こ
と
を
伝

え
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
。

　
や
は
り
必
要
な
い
と
感
じ
た
の
で
、

キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　   （
40
代
・
女
性
）

A
　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
と
は
テ

レ
ビ
を
媒
体
に
し
た
通
信
販
売
の
こ

と
で
、
消
費
者
が
不
意
打
ち
的
な
勧

誘
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
ゆ
っ
く
り

考
え
て
か
ら
購
入
の
申
し
込
み
が
で

き
る
の
で
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

（
無
条
件
解
約
）
制
度
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
は
、
返
品

の
可
否
や
そ
の
条
件
な
ど
の
重
要
な

情
報
画
面
が
放
送
時
間
の
制
限
な
ど

で
す
ぐ
に
消
え
て
し
ま
う
の
で
、
視

聴
者
が
表
示
内
容
を
十
分
に
理
解
で

き
な
い
こ
と
が
購
入
の
際
に
起
こ
る

ト
ラ
ブ
ル
の
一
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
テ
レ
ビ
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
で
購
入
し

た
商
品
の
返
品
に
つ
い
て
は
、
販
売

テ

レ

ビ

シ

ョ

ッ

ピ

ン

グ

会
社
が
決
め
た
ル
ー
ル
に
従
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。 

「
返
品
で
き
な
い
」

と
表
示
が
あ
れ
ば
、
基
本
的
に
返
品

は
で
き
ま
せ
ん
。
返
品
で
き
る
場
合

で
も
、
返
品
の
条
件
な
ど
の
詳
細
は

販
売
会
社
の
営
業
方
針
に
よ
り
異
な

る
の
で
、
事
前
に
確
認
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
で
す
。

　
　

　
も
し
テ
レ
ビ
の
画
面
広
告
に
「
返

品
の
可
否
」  

「
返
品
の
条
件
」  

「
返

品
に
か
か
る
送
料
負
担
の
有
無
」
を

表
示
し
て
い
な
い
場
合
は
、
商
品
を

受
け
取
っ
て
か
ら
8
日
間
は
送
料
を

消
費
者
が
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に

返
品
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
商
品
を

申
し
込
む
前
に
、
実
際
の
商
品
が
イ

メ
ー
ジ
と
違
っ
た
場
合
な
ど
に
返
品

が
で
き
る
か
、
ま
た
返
品
が
で
き
る

場
合
は
そ
の
期
限
も
必
ず
確
認
し
ま

し
ょ
う
。
返
品
で
き
る
場
合
で
あ
っ

て
も
、
一
度
使
用
し
た
ら
返
品
で
き

な
い
な
ど
の
条
件
が
つ
い
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　
注
文
し
た
際
に
は
そ
の
日
時
、
業

者
の
連
絡
先
、
商
品
名
、
購
入
金
額
、

引
き
渡
し
の
時
期
、
返
品
条
件
を
必

ず
メ
モ
に
残
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

電
話
で
の
申
し
込
み
の
場
合
は
、
不

明
な
点
は
申
し
込
み
の
際
に
必
ず
尋

ね
、
受
け
付
け
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

名
前
も
メ
モ
し
、
十
分
に
検
討
し
て

判
断
し
ま
し
ょ
う
。

　
困
っ
た
と
き
に
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
　
内
線
3

2
9
4
（
毎
週
月
・
火
・
水
・
金
曜

日
　
午
前
10
時
〜
午
後
4
時
　
市
役

所
2
階
）

は
い
！
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で
す
159

コンビニ

エンス

ストア

冨士センター

（学習等供用施設）

風
間
街
道

電気屋

鎌ケ谷市

冨士

今井

名内

東光院

粟嶋神社

●

過年度工事実施箇所
今般工事実施箇所
来年度以降工事予定箇所
整備計画区域

白井中学校 弓道場

テニスコート

白井交差点

●

白井コミュニティ
センター

道
路
に
枝
な
ど
が
出
て

い
ま
せ
ん
か

　
私
有
地
の
樹
木
や
竹
の
枝
、
生
垣

な
ど
が
道
路
に
出
て
い
る
と
、
歩
行

者
な
ど
が
道
路
を
安
全
に
通
行
す
る

こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

　
私
有
地
か
ら
出
た
枝
な
ど
は
市
で

勝
手
に
切
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、

所
有
者
に
よ
る
定
期
的
な
枝
切
り
や

刈
り
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
歩
道
や
側
溝
の
上
に
置
か
れ
た
置

き
看
板
、
プ
ラ
ン
タ
ー
、
植
木
鉢
な

ど
も
歩
行
者
な
ど
の
通
行
を
妨
げ
て

危
険
な
の
で
、
敷
地
内
か
ら
出
さ
な

い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
　
道
路
課
管
理
用
地
班
　
内
線
3

2
1
5

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
9
月
13
日
か
ら
21
日
ま

で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
検
査
の
結
果
、
全
て

の
品
目
に
お
い
て
放
射
性
物
質
は

「
検
出
せ
ず
」
で
し
た
。

検
査
品
目
　
コ
メ
（
白
米
・
玄
米
） 

、

ナ
シ
（
あ
き
づ
き
、
新
高
） 

、
ピ
ー

マ
ン
、
こ
ど
も
ピ
ー
マ
ン
、
ネ
ギ
、

落
花
生
、
カ
ブ
、
サ
ト
イ
モ
、
ム
ラ

サ
キ
イ
モ
、
サ
ツ
マ
イ
モ

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
放
射
性
物
質

が
存
在
し
な
い
か
、
検
出
で
き
る
測

定
下
限
値
未
満
で
あ
る
こ
と
を
示
し

ま
す
。
測
定
下
限
値
は
、
検
査
容
器

の
容
量
や
密
度
な
ど
諸
条
件
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
セ
シ
ウ
ム
1
3

4
・
1
3
7
の
合
計
値
で
23
ベ
ク
レ

ル
／
㌔
㌘
程
度
で
す
。

　
一
般
食
品
の
放
射
性
物
質
の
基
準

値
は
、
1
0
0
ベ
ク
レ
ル
／
㌔
㌘
で

す
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

21
日
㈰
に
北
総
鉄
道
㈱

の
ダ
イ
ヤ
が
改
正
さ
れ

ま
す

　
北
総
鉄
道
㈱
が
21
日
㈰
に
ダ
イ
ヤ

改
正
を
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り

普
通
列
車
と
ア
ク
セ
ス
特
急
の
接
続

の
改
善
や
、
昼
間
時
の
普
通
列
車
の

待
ち
合
わ
せ
時
間
の
短
縮
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
ダ
イ
ヤ
改
正
の
概
要
は
、
以
下
の

と
お
り
で
す
。

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
北
総
鉄
道
㈱

に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

○
昼
間
時
の
普
通
列
車
・
ア
ク
セ
ス

特
急
の
接
続
の
改
善

　
ア
ク
セ
ス
特
急
と
普
通
列
車
と
の

相
互
乗
り
換
え
が
、
上
下
線
と
も
新

鎌
ヶ
谷
駅
で
可
能
に
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
市
内
駅
か
ら
都
心

方
面
へ
向
か
う
際
に
新
鎌
ヶ
谷
駅
で

普
通
列
車
か
ら
ア
ク
セ
ス
特
急
に
乗

り
換
え
た
場
合
、
西
白
井
駅
か
ら
日

本
橋
駅
ま
で
の
間
で
現
在
45
分
掛
か

る
と
こ
ろ
、
最
大
7
分
短
縮
さ
れ
ま

す
。
ま
た
西
白
井
駅
か
ら
羽
田
空
港

国
内
線
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
ま
で
の
間
で

現
在
77
分
掛
か
る
と
こ
ろ
、
最
大
9

分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
昼
間
時
の
普
通
列
車
の
利
便
性
向
上

　
普
通
列
車
の
時
間
調
整
の
た
め
の

停
車
時
間
が
見
直
さ
れ
る
と
と
も
に
、

ア
ク
セ
ス
特
急
と
ス
カ
イ
ラ
イ
ナ
ー

の
通
過
待
ち
時
間
が
短
縮
さ
れ
る
た

め
、
西
白
井
駅
か
ら
日
本
橋
駅
ま
で

の
間
で
普
通
電
車
を
利
用
す
る
場
合

に
現
在
54
分
掛
か
る
と
こ
ろ
、
最
大

10
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
成
田
空
港
へ
の
ア
ク
セ
ス
時
間
短
縮

　
成
田
湯
川
駅
と
空
港
第
2
ビ
ル
駅

の
間
に
あ
る
信
号
場
で
の
待
ち
合
わ

せ
時
間
が
見
直
さ
れ
る
た
め
、
東
松

戸
駅
か
ら
成
田
空
港
駅
ま
で
の
所
要

時
間
が
最
大
7
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。

○
深
夜
帯
の
列
車
増
発

　
平
日
の
午
後
11
時
台
に
下
り
列
車

が
1
本
増
発
さ
れ
る
た
め
、
深
夜
帯

の
混
雑
が
緩
和
さ
れ
ま
す
。

問
　
北
総
鉄
道
㈱
運
輸
部
☎
（
4
4

5
）
7
1
6
1
、
市
企
画
政
策
課
企

画
政
策
班

　
内
線
3
3
5
6

　20日㈯・21日㈰の2日間開催されるふるさとまつりでは、来場
者の安全確保のため、下図のとおり白井消防署脇から市役所裏側
の図書館駐車場入り口までを、午前9時から午後4時まで車両通行
止めにします。
※駐車台数に限りがありますので、車で来場する際はなるべく乗
り合わせをお願いします。
■問　ふるさとまつり実行委員会（市商工会内）☎（492）0721、
市商工振興課商工振興班　内線3242

駐輪場

駐車場

交通規制に協力をお願いします
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　介
護
を
始
め
る
こ
と

に
な
っ
た
ら

◆
心
が
ま
え

　
ま
ず
は
頑
張
り
す
ぎ
な
い
こ
と
、

そ
し
て
自
然
な
気
持
ち
で
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た

家
族
だ
け
で
問
題
を
抱
え
な
い
で
、

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
や
社
会
福
祉

協
議
会
な
ど
に
相
談
し
、
ち
ょ
っ

と
し
た
こ
と
で
も 

「
こ
ん
な
こ
と

で
」
と
思
わ
な
い
で
聞
い
て
み
ま

し
ょ
う
。
長
く
介
護
を
続
け
る
た

め
に
は
、
家
族
の
幸
せ
や
健
康
に

も
配
慮
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
居
室
の
工
夫

　
介
護
を
受
け
る
人
の
部
屋
は
、

で
き
る
だ
け
家
族
の
目
の
届
く
場

所
が
良
い
で
し
ょ
う
。
家
族
の
声

が
本
人
に
聞
こ
え
、
家
族
も
本
人

の
状
態
が
分
か
る
の
で
お
互
い
に

安
心
し
ま
す
。

◆
接
し
方

　
接
し
方
で
大
切
な
こ
と
は
「
心

に
寄
り
添
う
こ
と
」
で
す
。
介
護

を
受
け
る
人
に
は
上
か
ら
の
目
線

で
話
を
す
る
の
で
は
な
く
、
視
線

を
合
わ
せ
て
ゆ
っ
く
り
話
を
し
ま

し
ょ
う
。
楽
し
い
会
話
で
話
題
を

共
有
し
て
笑
う
こ
と
は
、
脳
の
活

性
化
に
つ
な
が
る
と
同
時
に
脳
の

老
化
を
防
ぐ
良
い
方
法
に
も
な
り

ま
す
。
そ
し
て
長
い
時
間
話
す
よ

り
、
短
時
間
で
も
な
る
べ
く
回
数

多
く
こ
ま
め
に
話
し
か
け
ま
し
ょ

う
。
そ
の
際
は
家
族
が
一
方
的
に

話
す
の
で
は
な
く
、
介
護
を
受
け

る
人
に
も
で
き
る
だ
け
声
を
出
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

◆
食
べ
る
こ
と

　 

「
食
べ
る
こ
と
」
は
毎
日
の
生

活
の
中
の
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
も

あ
り
、
口
か
ら
物
を
食
べ
る
だ
け

で
大
脳
全
体
が
刺
激
さ
れ
、
活
発

に
な
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

繰
り
返
し
が
脳
を
活
性
化
さ
せ
、

元
気
に
な
る
の
で
す
。

　
食
事
を
し
な
く
な
る
と
、
栄
養

低
下
だ
け
で
な
く
脱
水
を
起
こ
し
、

急
速
に
体
力
が
衰
え
、
病
気
に
掛

か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

事
業
所
紹
介

　 

「
し
い
の
木
」
は
今
年
6
月
に

訪
問
介
護
、
介
護
予
防
事
業
を
開

始
し
ま
し
た
。
私
た
ち
は
介
護
保

険
事
業
だ
け
で
な
く
、
地
域
福
祉

事
業
所
と
し
て
地
域
の
皆
さ
ん
の

生
活
全
般
を
支
え
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
訪
問

介
護
、
生
活
支
援
、
地
域
支
え
あ

い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
柱
に
、

高
齢
化
社
会
を
支
え
る
活
動
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

白
井
地
域
福
祉
事
業
所
　
し
い
の

木
（
根
1
9
7
1
―
1
）　  

☎

（
4
9
8
）
1
2
6
6

　 

「
高
齢
者
在
宅
介
護
ワ
ン
ポ
イ

ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
」
の
連
載
は
、

今
回
が
最
終
回
で
す
。

　
在
宅
介
護
に
つ
い
て
不
明
な
点

が
あ
れ
ば
、
高
齢
者
福
祉
課
介
護

保
険
班
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

高
齢
者
在
宅
介
護

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス
19

白
井
地
域
福
祉
事
業
所
　
し
い
の
木

か
ん
た
ん
運
動
教
室

　
3
日
間
の
コ
ー
ス
で
、
自
宅
で
で

き
る
簡
単
な
運
動
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
と
一
緒
に
ス
ト
レ
ッ
チ
や
下
肢

の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
の
で
、

運
動
習
慣
の
な
い
人
で
も
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
11
月
6
日
・
13
日
・

20
日
（
各
火
曜
日
）  

・
保
健
福
祉
セ

「高齢者虐待では?」と思ったら
地域包括支援センターへ

　家庭や高齢者関係の施設などで、65歳以上の高齢者
に対して次のような虐待が行なわれている疑いがある
ときは、地域包括支援センターに相談・通報をしてく
ださい。通報者に関する秘密は守ります。匿名で通報
することもできます。
　家庭内における虐待では、介護の精神的・身体的な
ストレスが原因になることがよくあります。高齢者を
介護していて辛いときや不安なときは、ひとりで抱え
込まずに地域包括支援センターに相談してください。
【高齢者に対する虐待】
●身体的虐待　つねる、殴る、蹴る、突き飛ばす、ベッドに縛り付けるなどの暴力
をふるい、けがや痛みを与える
●心理的虐待　どなる、悪口を言う、わざと無視する、嘲笑するなど、言葉や態度
で精神的な苦痛を与える
●経済的虐待　必要な金銭を渡さない、使わせない、年金を本人の利益に反して使
うなど、本人の合意なしに財産を勝手に使う
●性的虐待　排泄の失敗の罰として下半身を裸のまま放置するなど、本人が嫌がる
性的な行為を強要する
●介護の放棄　入浴や食事をさせない、必要な介護医療サービスを使わせないなど、
必要な世話をしないために高齢者の心身を悪化させる
■問　地域包括支援センター☎（497）3474

軽度・中等度難聴児補聴器
購入費等助成制度

　市では身体障害者手帳の交付対象と
ならない軽度・中等度の難聴児に対し、
言語の習得や社会性の発達を支援する
ため、補聴器などの購入費用を助成し
ています。
助成対象　次の要件をすべて満たす人
が補聴器などを購入するための購入費
用
○市内に住所を有する18歳未満の人
○両耳の聴力が原則30デシベル以上70デシベル未満で、身体障
害者手帳の交付対象とならない人
○補聴器の装用が必要と医師に診断された人
○市民税所得割額が46万円以上の人がいない世帯に属する人
※補聴器などの購入時期によっては、要件をすべて満たしていて
も助成の対象とならない場合があります。
助成額　購入費用の3分の2
※助成額は決められた基準額があり、その範囲内で助成します。
■申・■問　所定の申込書（社会福祉課にあります）に必要事項を
記入の上、医師意見書などを添えて直接社会福祉課障害福祉班☎
（497）3483へ
※医師意見書などの添付書類にはいろいろな制約がありますので、
申請をする際には事前に必ず問い合わせてください。

ン
タ
ー
、
11
月
7
日
・
14
日
・
21
日

（
各
水
曜
日
）  

・
桜
台
セ
ン
タ
ー
、

11
月
8
日
・
15
日
・
22
日
（
各
木
曜

日
）  

・
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー時
間
　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
市
内
在
住
の
65
歳
以
上
　
各

25
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
運
動

靴
（
桜
台
セ
ン
タ
ー
・
白
井
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
の
教
室
に
参
加

を
希
望
す
る
人
の
み
）

申
・
問

　
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
に

住
所
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
参
加
す
る
場
所
を
記
入
・
入

力
の
上
、
10
月
25
日
㈭
ま
で
に
高
齢

者
福
祉
課
高
齢
者
支
援
班
☎
（
4
9

7
）
3
4
8
4
・

（
4
9
2
）
3

0
3
3
・k

ou
reisy

a-fu
k
u
si

国が行う「救急救命士による処置範囲
拡大のための実証研究」に参加します
　印西地区消防組合では厚生労
働省や総務省消防庁からの助言
などを得て、11月1日から3月31
日まで「救急救命士の処置範囲
に係る実証研究」のモデル事業
に参加します。
　これは限定した地域で救急救
命士が行う救命処置の範囲を拡
大させ、その効果と安全性を確
認するものであり、白井市を含
む印旛地域9市町が研究地域に選定
されたものです。
　研究を行う処置は次のとおりです。
①低血糖で意識障害のある傷病者に対する血糖測定とブドウ糖溶液の投与
②重症のぜんそく発作を起こした場合の傷病者が所持している吸入薬の使用
③血圧が低下して心臓が停止する危険性があるショック状態の傷病者に対し
ての点滴
　処置の対象となるのは救急搬送が必要な20歳以上の傷病者で、処置を行う
際には本人か家族などによる書面での同意が必要になります。処置を断った
としても通常の救急搬送は行いますので、不利益を被ることはありません。
■問　印西地区消防組合警防課救急救助係☎0476（46）9964

血糖の測定を行う救急救命士（模擬）

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

フ
ァ
ミ
サ
ポ
お
し
ゃ
べ

り
広
場

　
子
育
て
や
趣
味
の
こ
と
な
ど
の
情

報
を
交
換
す
る
広
場
な
の
で
、
子
ど

も
と
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。
テ
ィ

ー
タ
イ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
気
軽

に
情
報
交
換
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
10
月
29
日
、
11
月
26
日
、
1

月
28
日
、
2
月
25
日
、
3
月
18
日

（
各
月
曜
日
）　  

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
者
（
自
由
参
加
）

参
加
費
　
無
料

問
　
し
ろ
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
9
7
）
3
4

9
6

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー
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　市では、小児慢性特定疾患児が快適な日常生活が送れるよう、小児慢性特定疾患児日
常生活用具を給付します。
　給付を受けるに当たって、所得税額などによって自己負担金が発生する場合があります。
対象　県が実施する医療の給付を受けている小児慢性特定疾患児
※児童福祉法、障害者自立支援法などの規定による給付対象者は除きます。
申請に必要なもの　
■申・■問　小児慢性特定疾患児日常生活用具給付申請書（健康課にあります）に必要事項
を記入の上で小児慢性特定疾患医療受給券、対象者の同一世帯で収入のある人全員の当
該年度分市民税の課税額を証明する書類、源泉徴収票、対象品目の見積書を添えて直接
健康課母子保健班☎（497）3495へ

小児慢性特定疾患児日常生活用具の給付

小児慢性特定疾患児日常生活用具
種目 対象者 性能など

便器 常時介助を要する人
小児慢性特定疾患児が容易に使用できるもの（手
すりを付けることができるなど）

特殊マット 寝たきりの状態にある人
床ずれの防止、失禁などによる汚染または損耗を
防止できる機能があるもの

特殊便器 上肢機能に障害のある人
足踏みペタルで温水温風を出すことができるもの
（取り替えの際に住宅改修を伴うものを除く）

特殊寝台 寝たきりの状態にある人
腕、脚などの訓練のできる器具が付いた原則使用
者の頭部、脚部の傾斜角度を個別に調整できる機
能があるもの

歩行支援用具 下肢が不自由な人

おおむね次の①②のような性能がある手すり、ス
ロープ、歩行器など
①小児慢性特定疾患児の身体機能の状態を十分踏
まえたもので、必要な強度と安定性があるもの
②転倒防止、立ち上がり動作の補助、移乗動作の
補助、段差解消などの用具となるもの

入浴補助用具 入浴に介助を要する人
入浴時の移動、座位の保持、浴槽への入水などを
補助でき、小児慢性特定疾患児または介助者が容
易に使用できるもの

特殊尿器 自力で排尿できない人
尿が自動的に吸引されるもので、小児慢性特定疾
患児または介助者が容易に使用できるもの

体位変換器 寝たきりの状態にある人
介助者が小児慢性特定疾患児の体位を変換させる
のに容易に使用できるもの

車いす 下肢が不自由な人
小児慢性特定疾患児の身体機能を十分踏まえたも
のであつて、必要な強度と安定性があるもの

頭部保護帽
発作などにより頻繁に転倒す
る人

転倒の衝撃から頭部を保護できるもの

電気式たん吸
引器

呼吸器機能に障害のある人
小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用で
きるもの

クールベスト 体温調節が著しく難しい人 疾病の症状に合わせて体温調節のできるもの

紫外線カット
クリーム

紫外線に対する防御機能が著
しく欠けて、がんや神経障害
を起こすことがある人

紫外線をカットできるもの

ネブライザー
（吸入器）

呼吸器機能に障害のある人
小児慢性特定疾患児または介助者が容易に使用で
きるもの

パルスオキシ
メーター

人工呼吸器の装着が必要な人
呼吸状態を継続的にモニタリングできる機能があ
り、介助者などが容易に使用できるもの

子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度

の
対
象
を
拡
大
し
ま
す

　
子
ど
も
医
療
費
助
成
制
度
は
、
12

月
1
日
か
ら
中
学
生
の
入
院
も
対
象

に
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
、
登
録
申
請
書
を
対
象
家

庭
へ
4
月
末
に
送
付
し
ま
し
た
。
登

録
の
申
請
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人

は
、
早
め
の
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
小
学
6
年
生
以
下
の
子
が
い
る
家

庭
で
申
請
時
に
必
要
書
類
が
整
っ
て

い
た
人
へ
は
、
市
か
ら
受
給
券
・
認

定
通
知
書
か
対
象
外
通
知
書
を
送
付

し
て
い
ま
す
。
届
い
て
い
な
い
場
合

は
健
康
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

※
中
学
生
の
子
が
い
る
家
庭
に
は
、

11
月
末
に
受
給
券
か
対
象
外
通
知
書

を
送
付
し
ま
す
。

　
12
月
か
ら
は
、
小
学
4
か
ら
6
年

生
ま
で
の
助
成
対
象
者
へ
も
受
給
券

を
送
付
し
ま
す
。

必
要
書
類

　
白
井
市
子
ど
も
医
療
費

助
成
登
録
申
請
書
（
健
康
課
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）  

、
印
鑑
、

銀
行
口
座
、
保
険
証
の
写
し
（
表
面

の
み
）  

、
平
成
24
年
1
月
2
日
以
降

に
白
井
市
に
転
入
し
た
人
は
平
成
24

年
度
分
の
課
税
証
明
書

申
・
問

　
郵
送
か
直
接
健
康
課
母
子

保
健
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

〜
「
結
核
」
は
現
代
の

病
気
〜

　
千
葉
県
で
は
、
現
在
で
も
毎
年
1
、

0
0
0
人
以
上
が
新
た
に
結
核
に
か

か
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
が
過
去
に
結
核
菌
に
感
染

し
た
古
傷
か
ら
加
齢
で
免
疫
力
が
弱

っ
た
た
め
に
発
症
し
た
り
、
働
き
盛

り
の
人
が
仕
事
な
ど
で
多
く
の
人
に

関
わ
る
た
め
に
感
染
の
機
会
が
増
加

し
、
さ
ら
に
忙
し
さ
の
た
め
に
病
気

の
発
見
が
遅
れ
て
回
復
に
時
間
を
要

す
る
と
い
う
リ
ス
ク
が
あ
っ
た
り
な

ど
、
全
て
の
年
代
の
皆
さ
ん
に
関
心

もうすぐパパママクラス（平日コース）日程表
課名 日程 時間 内容

1課 11月5日㈪ 13：30 ～ 16：00 妊娠中の生活・妊婦体操

2課 11月7日㈬ 10：00 ～ 13：00 妊娠期からの食生活（調理実習）

3課 11月12日㈪ 13：30 ～ 16：00 出産の経過や妊娠中の歯の保健についての話

4課 11月22日㈭ 13：30 ～ 14：40 マタニティコンサートなど

5課 11月28日㈬
13：30 ～ 16：00

赤ちゃんの風呂の入れ方、先輩ママ&赤ちゃん
との交流

14：30 ～ 15：40
赤ちゃん同窓会（5月に「もうすぐパパママク
ラス」に参加した人のみ）

※妊婦体験ジャケットの試着は随時行います。

もうすぐパパママクラス～平日コース～
　出産や育児について学びながら友達づくりをしませんか。
日程・時間・内容　下表のとおり（全5回）
場所　保健福祉センター
※4課のみプラネタリウム館で行います。
対象　おおむね妊娠6から9カ月までの妊婦とその家族　30人（申し込み順）
※経産婦も参加できます。
保育　あり（要事前予約）
持ち物　母子手帳、パパの子育てハンドブック、筆記用具
※内容によっては、エプロンなどが別に必要になります。
参加費　400円（調理実習材料費）
■申・■問　電話か直接健康課母子保健班☎（497）3495へ

を
持
っ
て
ほ
し
い
病
気
で
す
。

　
今
回
の
講
演
は
、
市
内
で
30
年
以

上
に
わ
た
っ
て
地
域
医
療
や
学
校
医

な
ど
で
活
躍
す
る
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

ク
リ
ニ
ッ
ク
の
島
田
敏
雄
院
長
を
講

師
に
迎
え
て
行
い
ま
す
。
地
元
の
身

近
な
医
師
か
ら
専
門
分
野
の
話
を
聞

い
て
、
頼
り
に
な
る
か
か
り
つ
け
医

を
見
つ
け
る
機
会
に
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
16
日
㈮
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
（
受
け
付
け
　
午
後
1
時

15
分
〜
）

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者
　
60
人

（
申
し
込
み
順
）

申
・
問

　
E
メ
ー
ル
に
「
健
康
づ
く

り
講
演
会
参
加
希
望
」 

、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
を
入
力
の
上
、
11
月

9
日
㈮
ま
で
に
健
康
課
健
康
づ
く
り

推
進
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・

 k
en
k
ou
@
city
.sh
iroi.ch

i

ba.jp

へ

※
電
話
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

健
康
増
進
ル
ー
ム
を
休

館
し
ま
す

　
保
健
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
次

の
日
時
に
健
康
増
進
ル
ー
ム
を
臨
時

休
館
し
ま
す
。

臨
時
休
館
日
時

　
11
月
5
日
㈪
　
午

前
9
時
〜
午
後
5
時

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

　市では産前・産後休暇を取得する保育士の代替として、桜台・
南山保育園で勤務する臨時職員を募集します。
募集人員　各園1人
募集要件　保育士証を有する人
勤務期間　桜台保育園　11月1日～ 2月28日　南山保育園　12月1
日～ 3月31日
※勤務期間は変更する場合があります。
勤務日時　平日　午前8時30分～午後5時15分
時給　1,020円（別途通勤手当あり）
■申　所定の申込書（総務課または市ホームページにあります）に
必要事項を記入の上で履歴書、保育士資格証の写しを添えて郵送
か直接総務課人事班　内線3314・5へ
■問　桜台保育園☎（492）6101、南山保育園☎（491）1413

臨時職員（保育士）を募集します

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー



セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

桜  

お
は
な
し
会

　 

「
お
は
な
し
カ
レ
ン
ダ
ー
」
に
よ

る
絵
本
や
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
12
月
1
日
、
1
月
5
日
、
2

月
2
日
、
3
月
2
日
（
各
土
曜
日
）

午
前
11
時
〜
11
時
30
分

対
象

　
幼
児
〜
小
学
生
（
自
由
参
加
）

※
未
就
学
児
の
参
加
に
は
保
護
者
が

同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

コ  

フ
ァ
ー
ス
ト
ス
テ
ッ

プ
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

　
基
本
の
ス
テ
ッ
プ
や
リ
ズ
ム
の
取
り

方
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
「
イ
マ
ド
キ

ダ
ン
ス
」
を
踊
る
、
小
学
生
か
ら
大
人

ま
で
の
初
心
者
向
け
の
講
座
で
す
。

日
時

　
28
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

公  

0
歳
児
サ
ー
ク
ル

　
ハ
ン
ド
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
育
児
の
疲

れ
を
癒
し
ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
5
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
午
前
11
時
30
分

対
象
　
平
成
23
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
24
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

持
ち
物

　
大
判
バ
ス
タ
オ
ル

申
　
11
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

親
子
で
楽
し
く
遊
び

ま
し
ょ
う

　「
お
い
も
ほ
り
ご
っ
こ
」
で
遊
び

ま
し
ょ
う
。

日
時
　
11
月
6
日
㈫
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

子

育

て

子

ど

も

趣
味
・
教
養
・
学
習

　市内在住・在学の中学1年生から18歳までの
青少年を対象に、11月から白井児童館の開館時
間を延長し、2階の部屋を開放します。
　友達同士の居場所づくりや自主学習の場に活
用できます。
※利用を希望する場合は、保護者の同意を得て、
利用登録申請書（白井児童館にあります）を提
出してください。
開館日時　毎月第1～ 4金曜日　午後5時～ 7時
※祝日は休館します。
対象　市内在住・在学の中学1年生から18歳ま
での人
■問　白井児童館☎（491）0166

「白
しろいじゆうかん

井自悠館」が
スタートします

駅  健康になれる料理教室
～マクロビオティック～

　デトックス効果や免疫力がアップする
料理で、健康な体を保ちませんか。
日程・内容　下表のとおり
時間　午前10時～午後1時
対象　一般　16人（申し込み順）
持ち物　マスク、エプロン、三角巾、持
ち帰り用のタッパ、筆記用具
講師　gyu de chu siyou主宰　村越央季子さん
参加費　3,000円（3回分）
■申　10月31日㈬までに電話か直接白井駅前センターへ

健康になれる料理教室（全3回）
日程 内容

11月6日㈫ 「マクロビオティック」って何？
土鍋で玄米をおいしく炊いてみよう

11月13日㈫ 「基本のお惣菜」を作ろう
11月20日㈫ 「おもてなし料理」を作ろう

対
象
　
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
　
20

組
（
申
し
込
み
順
）

申
　
11
月
2
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

ね
ん
ね
さ
ん
&
プ
レ

マ
マ
ち
ゃ
ん

　
親
子
で
「
足
も
み
健
康
法
」
を
学

ん
だ
後
、
茶
話
会
で
子
育
て
の
情
報

交
換
を
し
ま
し
よ
う
。

日
時
　
11
月
14
日
㈬
　
午
前
10
時
30

分
〜
正
午

対
象
　
6
カ
月
未
満
の
子
と
そ
の
保

護
者
　
16
組
、
妊
娠
6
か
ら
8
カ
月

ま
で
の
人
　
4
人
（
い
ず
れ
も
申
し

込
み
順
）　

持
ち
物
　
バ
ス
タ
オ
ル
か
マ
ッ
ト

講
師
　
国
際
リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト

湯
浅
厚
代
さ
ん

参
加
費
　
2
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
11
月
10
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

白
井
橋
は
伊い

せ
う
ば
し

勢
宇
橋
?

　
白
井
橋
は
、
木
下
街
道
の
白
井

地
区
と
神
々
廻
地
区
と
の
境
界
に

位
置
す
る
神
崎
川
に
架
か
る
橋
で

す
。
実
は
白
井
橋
は
、
江
戸
時
代

の
あ
る
時
期
か
ら
大
正
時
代
頃
ま

で
は
「
伊
勢
宇
橋
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　
大
正
2
（
1
9
1
3
）
年
に
発

行
さ
れ
た
「
千
葉
県
印
旛
郡
誌
」

の
神
崎
川
の
項
に
は
次
の
よ
う
な

記
載
が
あ
り
ま
す
。

・
神
崎
川
と
二ふ

た
え重
川
の
合
流
点
に

橋
が
あ
っ
て
伊
勢
宇
橋
と
い
う

・
橋
は
そ
の
昔
、
江
戸
の
伊
勢
屋

宇
兵
衛
と
い
う
人
物
が
架
橋
し
た

石
橋
で
あ
る
が
、
木
下
街
道
を
修

復
し
た
際
に
今
の
木
橋
に
な
っ
た

・
同
人
は
木
下
街
道
に
10
カ
所
の

石
橋
を
架
け
た

　
つ
ま
り
、
橋
の
名
称
は
「
架
橋

し
た
伊
勢
屋
宇
兵
衛
に
ち
な
む
」

と
い
う
説
明
で
す
。

こ
の
こ
と
を
裏
付
け
る
小
さ
な
石

碑
が
橋
の
近
く
に
立
っ
て
い
ま
す
。

　
石
碑
に
は
「
伊
勢
宇
橋
」
の
文

字
の
ほ
か
に
宇
兵
衛
の
出
身
地
、

現
住
所
や
「
86
ケ
所
目
」
と
い
う

橋
を
架
け
た
順
番
も
刻
ま
れ
、
橋

や
宇
兵
衛
の
こ
と
を
知
る
資
料
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
宇
兵
衛
は
安
永
7
（
1
7
7
8
）

年
に
現
在
の
茨
城
県
稲
敷
市
江
戸

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

 

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

崎
で
生
ま
れ
、
30
歳
で
江
戸
浅
草

に
出
て
「
醤し

ょ
う
ゆ油
酢
問
屋
」
を
営
み
、

徐
々
に
財
を
な
し
ま
し
た
。

そ
し
て
晩
年
、
私
財
を
投
じ
て
各

地
に
約
1
0
0
カ
所
の
橋
を
架
け
、

安
政
4
（
1
8
5
7
）
年
に
80
歳

で
没
し
ま
し
た
。

　
宇
兵
衛
が
架
け
た
橋
は
、
群
馬

県
草
津
町
か
ら
静
岡
県
小
山
町
に

ま
で
及
び
ま
す
が
、
残
念
な
が
ら

現
存
す
る
の
は
故
郷
江
戸
崎
の
瑞ず

い

祥し
ょ
う
い
ん
院
に
あ
る
1
基
の
み
で
す
。
木

下
街
道
で
の
架
橋
が
多
い
の
は
、

宇
兵
衛
が
江
戸
と
江
戸
崎
と
を
往

復
す
る
際
な
ど
に
通
っ
た
道
で
あ

る
た
め
、
特
に
思
い
入
れ
が
強

か
っ
た
と
の
説
も
あ
り
ま
す
。

　
市
の
「
伊
勢
宇
橋
」
は
宇
兵
衛

が
86
番
目
に
架
け
た
橋
で
、
架
橋

に
つ
い
て
は
石
碑
に
年
代
が
刻
ま

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
ま
で
の

調
査
や
研
究
で
天
保
年
間
と
推
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
架
橋
後
、
長
い

年
月
の
経
過
や
木
橋
へ
の
架
け
替

え
な
ど
も
影
響
し
「
伊
勢
宇
橋
」

と
い
う
名
称
は
徐
々
に
忘
れ
ら
れ
、

い
つ
し
か
「
白
井
橋
」
と
呼
ば
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　
そ
れ
で
も
痛
み
の
ひ
ど
か
っ
た

木
下
街
道
の
橋
を
石
橋
に
架
け
替

え
た
こ
と
は
、
当
時
の
白
井
の
人

々
に
は
と
て
も
あ
り
が
た
く
、
宇

兵
衛
に
感
謝
し
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　「
伊
勢
宇
橋
」
の
碑
は
架
橋
の

記
念
碑
で
も
あ
り
、
橋
が
現
存
し

て
い
な
い
こ
と
を
鑑
み
る
と
、
大

変
貴
重
な
資
料
と
い
え
ま
す
。 

問
　
郷
土
資
料
館
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
4

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

対
象
　
市
内
在
住
・
在
学
の
小
学
生

以
上
　
30 

人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
上
履
き
、
タ
オ
ル
、
飲
み

物※
保
育
を
希
望
す
る
人
は
21
日
㈰
ま

で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電
話
、

E
メ
ー
ル
か
直
接
白
井
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー

 m
ail@
sh
iroi-

com
10.com

へ

教
育
長
を
再
任
し
ま
し
た

　
第
3
回
議
会
定
例
会
で
議
会
の
同

意
を
得
て
米
山
一
幸
さ
ん
が
教
育
委

員
に
再
任
さ
れ
、
10
月
1
日
の
教
育

委
員
会
議
で
教
育
長
に
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

　
米
山
教
育
長
は
平
成
17
年
6
月
20

日
に
就
任
し
現
在
3
期
目
で
、
今
回

の
任
期
は
平
成
24
年
10
月
1
日
か
ら

平
成
28
年
9
月
30
日
ま
で
で
す
。

問
　
教
育
総
務
課
総
務
班

　
内
線
3

4
1
2

初
心
者
の
た
め
の
パ
ソ

コ
ン
自
習
室

　
パ
ソ
コ
ン
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、

E
メ
ー
ル
な
ど
の
操
作
に
関
す
る
疑

問
や
、
パ
ソ
コ
ン
講
座
を
受
講
す
る

前
に
事
前
学
習
を
し
て
お
き
た
い
人

な
ど
の
相
談
に
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
講
師
が
応
じ
ま
す
。

日
時
　
11
月
4
日
㈰
・
18
日
㈰
・
25

日
㈰
　
午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

※
混
雑
時
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
で
き

る
時
間
は
1
人
1
時
間
で
す
。

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

高
校
生
以
上

　
8
人
（
先
着
順
）

問
　
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
班

　
内

線
3
4
3
1
〜
3

日
本
年
金
機
構
研
修
セ
ン

タ
ー
運
動
施
設
開
放
日

　
当
分
の
間
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
グ
ラ

ウ
ン
ド
の
み
の
開
放
と
な
り
ま
す
。

日
時
　
11
月
3
日
㈷
、
4
日
㈰
、
10

日
㈯
、
11
日
㈰
、
17
日
㈯
、
18
日
㈰
、

24
日
㈯
、
25
日
㈰

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者

（
申
し
込
み
順
）

※
未
成
年
者
の
利
用
に
は
、
必
ず
成

人
が
同
伴
し
て
く
だ
さ
い
。

利
用
料
金
　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
5
8
0

円
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
2
、
9
0
0
円

（
各
2
時
間
単
位
）

申
・
問

　
申
請
書
（
生
涯
学
習
課
に

総合型地域スポーツクラブ
3クラブ合同テニス交流大会

　スポーツクラブ会員によるテニス交流大会を
開催します。クラブの会員だけでなく、テニス
に興味のある人も参加でき、初心者向けのテニ
ス教室も開催します。また、会場では各クラブ
（桜台スポーツクラブ・スポーツコミュニティみ
なみ・ONスポーツクラブ）の新規入会も受け付
けますので、興味のある人は参加してください。
日時　20日㈯（雨天の場合は27日㈯に延期）　午
前9時～午後4時
※初心者向けのテニス教室は午前10時から11時
30分までです。
場所　白井運動公園
対象　市内在住・在勤・在学者（自由参加）
参加費　無料
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
10
月
25
日
㈭
ま
で
に
直
接
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
　
内
線
3

4
3
5
へ

※
初
め
て
申
請
す
る
場
合
は
、
生
涯

学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
班
で
利
用
者

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

駅  

将
棋
大
会

　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
参
加
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時
　
11
月
10
日
㈯
　
午
後
1
時
〜

4
時

対
象
　
小
学
生
以
上
　
16
人
（
申
し

込
み
順
）

申
　
11
月
6
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
白
井
駅
前
セ
ン
タ
ー
へ

駅  

安
心
し
て
話
が
で
き

る
心
の
居
場
所「
ハ
ー
ト
」

　
人
生
に
立
ち
止
ま
っ
た
時
、
一
緒

に
集
ま
り
仲
間
と
話
を
し
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
11
月
9
日
㈮
　
午
後
3
時
〜

4
時
30
分

対
象
　
20
〜
30
歳
代
の
人

申
　
電
話
か
直
接
白
井
駅
前
セ
ン
タ

ー
へ

伊勢宇橋の石碑

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

辞令を受ける米山教育長
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　タイトルの上にある複などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
複西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
市市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

◆
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア

　
屋
形
船
や
ボ
ー
ト
な
ど
で
の
水
辺

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
受
講
者

募
集

日
時

　
12
月
4
日
㈫
・
5
日
㈬

　
午

前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

　
場
所

印
旛
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
印
西
市
）

対
象

　
白
井
市
ま
た
は
印
西
市
に
在

勤
・
在
住
で
防
火
管
理
者
と
し
て
選

任
さ
れ
る
予
定
の
人
　
1
0
0
人

（
申
し
込
み
順
）　
資
料
代
　
3
、
4

0
0
円

申
・
問

　
11
月
5
日
㈪
か
ら
7
日
㈬

ま
で
の
午
前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま

で
に
申
請
書
、
受
講
票
（
消
防
本
部
、

管
内
消
防
署
・
分
署
、
消
防
組
合
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要

シ  
会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
25
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

シ  

初
級
パ
ソ
コ
ン
講
習

会
〜
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

講
座
〜

　
年
賀
は
が
き
の
作
成
や
E
メ
ー
ル

の
送
受
信
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲

覧
方
法
な
ど
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
11
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮
・
20

日
㈫
・
21
日
㈬
（
全
5
日
間
）　  

午

後
1
時
45
分
〜
4
時
45
分

場
所
　
高
齢
者
就
労
指
導
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

で
ロ
ー
マ
字
入
力
が
で
き
、
全
日
程

参
加
出
来
る
人
　
12
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
初
め
て

受
講
す
る
人
を
優
先
し
抽
選
し
ま
す
。

参
加
費
　
1
、
0
0
0
円
（
テ
キ
ス

高

齢

者

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

事
項
を
記
入
の
上
、
写
真
2
枚
（
縦

4
㌢
㍍
×
横
3
㌢
㍍
）
を
貼
り
、
資

料
代
を
添
え
て
直
接
印
西
地
区
消
防

組
合
消
防
本
部
予
防
課
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
9
9
7
1
へ

◆
Ｎ
Ｔ
お
茶
の
間
経
済
学
聴
講
生
募
集

　
Ｎ
Ｔ
有
志
が
設
立
し
た
「
お
茶
の

間
経
済
学
」
で
は
月
1
回
「
日
本
経

済
＆
株
価
動
向
」「
世
界
・
日
本
を

読
む
」
な
ど
を
テ
ー
マ
に
学
習
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の
あ

る
人
は
聴
講
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時

　
原
則
第
3
金
曜
日

　
午
後
4

時
〜
6
時

　
場
所

　
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー

　
講
師

　
経
済
評
論
家
＆
ア
ナ

リ
ス
ト

　
奥
崎
喜
久
さ
ん

　
参
加
費

1
、0
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
吉
田
☎
（
4
9
1
）
1
3
4
3

◆
豪
州
留
学
生
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先

募
集

　
文
部
科
学
省
の
「
高
校
生
留
学
支

援
事
業
」
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
11

月
初
旬
と
12
月
初
旬
よ
り
豪
州
の
女

体
験
や
N
P
O
活
動
の
展
示
な
ど
、

印
旛
沼
や
そ
の
流
域
の
水
環
境
再
生

に
つ
い
て
行
政
や
市
民
が
一
緒
に
考

え
る
た
め
の
フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
20
日
㈯

　
午
前
11
時
〜
午
後

3
時
、
21
日
㈰

　
午
前
9
時
〜
午
後

2
時
（
両
日
と
も
荒
天
の
場
合
は
中

止
）　  

場
所
　
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

向
い
側
（
佐
倉
市
）

※
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
印
旛

沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
す
る
か
、
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
　
県
河
川
環
境
課
☎
0
4
3
（
2

2
3
）
3
1
5
5

◆
40
歳
か
ら
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

　
健
康
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
指
導
士
か
ら

正
し
い
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
講
座
内
容
が
毎

回
異
な
る
連
続
し
た
教
室
で
す
。

日
時
　
20
日
㈯
・
27
日
㈯
　
午
後
1

時
30
分
〜
3
時
30
分
（
雨
天
室
内
）

場
所
　
北
総
花
の
丘
公
園
花
と
緑
の

文
化
館
（
印
西
市
）　
対
象

　
40
歳
以

上
　
20
人
（
先
着
順
）　
受
講
料

　
1

回
1
、0
0
0
円
（
施
設
使
用
料
ほ
か
）

問
　
富
所
☎
0
9
0
（
9
6
4
6
）

1
2
2
5

◆
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
デ
ー
記
念

講
演
会

　
現
代
を
「
高
齢
社
会
や
認
知
症
を

自
分
の
問
題
と
し
て
理
解
し
考
え
る

時
代
」
と
捉
え
、
認
知
症
の
人
と
家

族
の
会
本
部
の
片
山
禎
夫
理
事
に
よ

る
「
ひ
と
ご
と
で
は
な
い
！
認
知

症
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時

　
25
日
㈭

　
午
後
0
時
30
分
〜

午
後
4
時

　
場
所

　
千
葉
市
文
化
セ

ン
タ
ー

問
　
認
知
症
と
家
族
の
会
千
葉
県
支

部
☎
0
4
3
（
2
0
4
）
8
2
2
8

（
月
・
火
・
木
曜
日
の
午
後
1
時
か

ら
4
時
ま
で
）

◆
D
V
D
「
昭
和
と
戦
争

　
語
り
継

ぐ
7
0
0
0
日
」
視
聴
&
懇
談
会

　「
昭
和
と
戦
争
　
第
2
回
赤
紙
が

届
く
日
」
を
視
聴
し
な
が
ら
、
懇
談

し
ま
し
ょ
う
。

日
時

　
27
日
㈯

　
午
後
3
時
〜
5
時

市内私立幼稚園申し込み・問い合わせ先
園名 住所 電話番号

白井 根1827―27 （492）0800

宝 根1363―2 （491）1581

まどか 清水口3―22―1 （491）9881

英 大山口2―2―2 （491）3036

白井若葉 堀込1―8 （492）0801

まこと南山 南山1―7―2 （491）9281

私立幼稚園の入園願書の配布・受け
付けが始まります
　来年4月からの私立幼稚園入園
児募集は、県内統一で行います。
願書配布日　本日～
受付日　11月1日㈭～
対象　3年保育　平成21年4月
2日から平成22年4月1日までに
生まれた子　2年保育　平成20
年4月2日から平成21年4月1日
までに生まれた子　1年保育　
平成19年4月2日から平成20年4
月1日までに生まれた子
■申・■問　右表の市内各私立幼稚
園へ

子
高
校
生
が
市
内
で
約
1
カ
月
半
間

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
す
。
そ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
先
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
協
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
家
庭

を
2
家
庭
募
集
し
ま
す
。

　
留
学
生
は
日
本
語
を
多
少
話
す
こ

と
が
で
き
、
地
域
の
高
校
へ
通
学
す

る
予
定
で
す
。

問
　
奥
崎
☎
（
4
9
1
）
8
5
8
2

◆
4
Ｓ
（
整
理
・
整
頓
・
清
潔
・
清
掃
）

の
徹
底
で
災
害
を
防
止
し
ま
し
ょ
う

　
県
内
の
商
業
・
社
会
福
祉
施
設
で

の
労
働
災
害
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　
脚
立
か
ら
の
墜
落
や
動
作
の
反
動

か
ら
く
る
腰
痛
災
害
な
ど
が
多
く
発

生
し
1
〜
7
月
で
は
前
年
同
期
と
比

較
す
る
と
小
売
業
・
卸
売
業
で
51
件

（
19
㌫
）
社
会
福
祉
施
設
で
45
件

（
52
㌫
）
増
加
し
て
ま
す
。

　
作
業
を
行
う
と
き
は
安
全
を
確
認

し
て
か
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

問
　
千
葉
労
働
局
健
康
安
全
課
☎
0

4
3
（
2
2
1
）
4
3
1
2

ト
代
）

申
　
10
月
31
日
㈬
ま
で
に
電
話
か
直

接
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

福  

は
じ
め
て
の
遺
産
相

続
と
遺
言
書
の
作
成
セ

ミ
ナ
ー

　
遺
産
相
続
や
遺
言
書
に
つ
い
て

「
い
ろ
い
ろ
と
難
し
い
」「
良
く
分

か
ら
な
い
」
な
ど
と
思
っ
て
い
ま
せ

ん
か
。

　
遺
産
相
続
や
遺
言
書
を
作
成
す
る

入
門
編
と
し
て
、
事
例
・
法
律
・
概

要
な
ど
を
解
説
す
る
セ
ミ
ナ
ー
と
個

　デジタルカメラの基
礎知識、操作方法、撮
り方などを初歩から学
ぶことができる初心者
向けの講座を開催しま
す。
日時　28日㈰　午後1時～ 4時30分
場所　白井駅前センターおよびその周
辺（雨天決行）
対象　市内在住・在勤者　15人（申し
込み順、但し初めて受講する人を優先）
講師　元日本大学専任講師　山本恵一
さん
持ち物　デジタルカメラ（取扱説明書
含む）
申　23日㈫までに電話か直接市民活動
推進センターへ

市  市民による市民のための
市民講座～失敗しないための
デジタルカメラの操作方法～

別
相
談
会
を
行
い
ま
す
。

内
容
・
日
時
　
セ
ミ
ナ
ー
・
11
月
30

日
㈮
　
午
後
2
時
〜
4
時
30
分

個
別
相
談
会
・
12
月
1
日
㈯
　
午
前

10
時
30
分
〜

※
個
別
相
談
会
は
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加

た
人
が
対
象
で
、
希
望
者
の
み
に
行

い
ま
す
。

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
無
料

申
　
11
月
22
日
㈭
ま
で
に
ま
で
に
電

話
か
直
接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

場
所

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

問
　
白
井
平
和
委
員
会

　
池
川
☎

（
4
9
1
）
0
5
0
3

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、
労
働
安
全
衛
生
管
理
者

な
ど
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象
　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
千
葉
大
学
園
芸
学
部
公
開
講
座

「
食
品
の
安
全
と
安
心
を
考
え
る
」

　「
食
品
の
安
全
・
安
心
と
情
報
」「
食

の
安
全
と
安
心
を
確
保
す
る
〜
食
品

リ
ス
ク
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
実
際
」「
食

の
安
全
と
安
心
〜
風
評
被
害
と
消
費

者
の
責
任
」
を
テ
ー
マ
に
千
葉
大
学

大
学
院
園
芸
学
研
究
科
の
教
授
、
助

教
が
無
料
講
演
会
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
27
日
㈯
　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所
　
千
葉
大
学
園
芸
学
部
Ｅ
棟

（
松
戸
市
）　
対
象
　
一
般
　
1
0
0

人
（
申
し
込
み
順
）　

申
・
問

　
は
が
き
か
フ
ァ
ク
ス
ま
た

は
Ｅ
メ
ー
ル
に
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
を
記
入
の
上
、
24
日
㈬
（
必
着
）

ま
で
に
〒
2
7
1
―
8
5
1
0

　
松

戸
市
松
戸
6
4
8

　
千
葉
大
学
園
芸

学
部
学
務
係
☎
0
4
7
（
3
0
8
）

8
7
1
2
・

0
4
7
（
3
0
8
）

8
7
2
0
・

 zag
8712@

offic

e.ch
iba-u

.jp

へ

◆
ラ
ク
テ
ィ
ナ
ク
ラ
ブ
育
児
支
援
無

料
講
座
「
お
産
に
つ
い
て
・
母
乳
育

児
の
ス
タ
ー
ト
」

　
講
座
終
了
後
に
出
産
や
母
乳
育
児

の
不
安
や
疑
問
点
に
つ
い
て
助
産
師

に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
時

　
28
日
㈰

　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

　
場
所

　
印
西
市
中
央
駅
前
地

域
交
流
館

　
対
象

　
妊
婦
、
育
児
中

の
母
親
や
そ
の
家
族

　
講
師
　
中
澤

淳
子
助
産
師
ほ
か

　

問
　
安
藤
☎
0
4
7
6
（
4
7
）
0

5
1
6

◆
障
害
者
雇
用
促
進
合
同
面
接
会

　
障
害
者
雇
用
の
促
進
を
図
る
た
め

事
業
主
や
求
職
者
を
対
象
に
し
た

「
障
害
者
雇
用
促
進
合
同
面
接
会
」

を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈫

　
午
後
1
時
30
分
〜

午
後
4
時

　
場
所

　
船
橋
ア
リ
ー
ナ

（
船
橋
市
）

問
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
船
橋
☎
0
4
7

（
4
3
1
）
8
2
8
7

◆
家
事
家
計
講
習
会

　「
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
」「
親
子

の
生
活
時
間
」「
家
計
予
算
の
立
て

方
」
を
学
ん
だ
後
、
質
問
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

日
時
・
場
所
　
11
月
6
日
㈫
　
午
前

10
時
〜
正
午
・
鎌
ケ
谷
総
合
福
祉
保

健
セ
ン
タ
ー
、
11
月
8
日
㈭
　
午
前

10
時
〜
正
午
・
印
西
市
中
央
駅
前
地

域
交
流
館
　
対
象
　
一
般
　
各
日
35

人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加
費
　
4

0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

※
保
育
を
希
望
す
る
場
合
は
20
人

（
申
し
込
み
順
）
ま
で
、
1
人
2
0

0
円
（
保
険
代
ほ
か
）
掛
か
り
ま
す
。

申
・
問

　
電
話
で
全
国
友
の
会
松
戸

支
部
鎌
ケ
谷
・
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

地
区

　
永
田
☎
0
9
0
（
1
8
0
3
）

1
3
1
7
へ

2012.10.157
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年
草
を
植
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
地
区
の
親
睦
会
か
ら
の

活
動
費
支
援
、
地
域
の
皆
さ
ん
か

ら
の
球
根
な
ど
の
提
供
や
道
行
く

人
か
ら
の
励
ま
し
の
声
は
、
心
強

い
後
押
し
と
深
く
感
謝
し
て
い
ま

す
。
ま
た
月
に
一
度
、
地
域
の
ご

み
拾
い
も
行
っ
て
い
ま
す
が
、
防

犯
に
も
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
の

活
動
で
す
。

　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
知
り
、

縁
あ
っ
て
緑
地
の
草
取
り
に
携
わ

る
こ
と
が
、
地
域
の
人
々
と
の
絆

を
深
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
感
じ

る
5
年
目
の
秋
で
す
。

「
ア
ダ
プ
ト
5
3
0
ク
ラ
ブ
」

　
ア
ダ
プ
ト
5
3
0
ク
ラ
ブ
は
、

平
成
15
年
度
か
ら
21
年
ま
で
市
が

設
置
し
た
「
1
0
0
人
会
議
」
の

O
B
が
中
心
と
な
り
、
平
成
21
年

4
月
に
そ
の
名
の
通
り
「
5
3
0

＝
ご
み
ゼ
ロ
」
を
目
的
に
市
の
ア

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題
をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

秋
暑
し
ま
き
水
浴
び
て
草
や
さ
し

秋
茄
子
母
と
似
て
い
る
手
で
漬
け
ぬ

秋
日
和
八
十
路
背
に
受
け
敬
老
日

朝
市
に
小
さ
い
秋
を
垣
間
見
る

暑
さ
か
ら
の
が
れ
ら
れ
な
し
き
た
う
べ
し

天
地
の
鎮
ま
り
給
う
鉦
叩

お
は
ぎ
だ
ん
ご
食
べ
て
気
が
つ
く
彼
岸
花

門
口
の
雨
に
燃
え
立
つ
鶏
頭
花

下
駄
箱
に
下
駄
な
き
暮
し
桐
一
葉

子
等
の
声
す
あ
ち
こ
ち
に
き
ち
き
ち
の
音

静
寂
な
か
乾
き
し
音
の
鹿
威
し

殉
教
の
人
眠
る
地
や
秋
の
海

蝉
の
殻
幹
に
打
ち
込
む
力
か
な

待
望
の
夜
の
秋
雨
癒
さ
れ
し

耐
え
難
き
身
の
お
き
ど
こ
ろ
無
き
残
暑

つ
く
づ
く
と
木
の
間
に
唄
う
法
師
蝉

土
用
風
身
の
丈
ほ
ど
に
生
き
て
吾

梨
狩
や
宇
宙
の
重
さ
授
か
り
し

バ
ト
ン
待
つ
リ
レ
ー
の
少
女
眉
目
涼
し

ビ
シ
ッ
ツ
と
窓
に
激
突
蝗
死
す

火
の
国
の
活
魚
の
届
く
白
露
か
な

水
仕
事
終
え
て
気
が
つ
く
虫
の
声

虫
の
音
の
輪
に
促
さ
れ
ス
ス
キ
咲
く

叢
雲
や
月
の
兎
を
隠
し
け
り

雷
音
と
光
を
の
こ
し
通
り
雨

茜
空
夜
の
と
ば
り
が
曳
か
れ
ゆ
く

　
鴉
は
森
へ
影
落
と
し
つ
つ

雨
上
が
り
白
い
山
茶
花
ひ
っ
そ
り
と

　
　
　
　
　

　
孫
の
誕
生
　
墓
前
に
告
げ
る
　

空
蝉
を
こ
わ
ご
わ
つ
ま
む
幼
子
は

　
頬
に
夕
陽
の
い
ろ
を
映
し
て

泳
ぐ
よ
な
孫
の
寝
相
に
逃
げ
出
し
て

　
ゆ
っ
た
り
湯
浴
み
す
潮
騒
聞
き
つ
つ

哀
し
げ
に
唄
は
れ
て
を
り
鎖
国
に
て

　
長
崎
追
は
れ
し
「
じ
ゃ
が
た
ら
お
春
」

シ
ベ
リ
ア
の
一
万
尺
を
舞
ひ
揚
が
り

　
吾
一
番
と
啼
く
は
ど
の
翼は

ね

視
力
ほ
し
い
他
は
い
ら
ぬ
と
言
う
妻
の

　
㐂
寿
の
祝
い
に
片
眼
遣
り
た
し

鈴
の
音
に
打
た
れ
て
巡
る
順
拝
に

　
登
る
山
坂
七
十
路
の
脚

夏
ま
つ
り
た
た
く
太
鼓
に
浮
か
さ
れ
て

　
生
い
る
事
の
幸
せ
思
う

斑は
だ
ら

雪
の
富
士
は
右
方
に
ま
た
左
方

　
東
名
高
速
の
小
さ
き
歓
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　     

（
作
品
は
五
十
音
順
に
掲
載
）

清
水
口
　
　
大
西
幸
江

池
の
上
　
　
横
山
久
雅
子

堀
込

　
　
　
渡
辺
岩
夫

冨
士
　
　
　
小
澤
喜
美
子

大
松
　
　
　
川
又
勝
彦

堀
込

　
　
　
山
川
純
子

神
々
廻
　
　
高
橋
勲
次
郎

南
山
　
　
　
齊
藤
眞
一
郎

冨
士
　
　
　
柳
沢
　
純

池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

七
次
台

　
　
片
野
美
耶
子

冨
士
　
　
　
福
加
あ
け
み

冨
士
　
　
　
福
加
博
之

根
　
　
　
　
乾

　
タ
カ
子

大
松
　
　
　
織
本
泰
子

神
々
廻

　
　
斉
藤
と
み
子

神
々
廻
　
　
田
中
八
代
い

冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

大
山
口

　
　
上
坂
千
昭

桜
台
　
　
　
土
山
勝
實

堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

清
水
口

　
　
松
村
純
子

冨
士
　
　
　
今
野
吉
信

冨
士

　
　
　
染
谷
英
人

清
水
口
　
　
池
川
　
悟

七
次
台
　
　
松
井
寛
紅

復
　
　
　
　
杉
原
賢
一

桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

根
　
　
　
　
印
南
満
子

冨
士
　
　
　
望
月
玲
子

清
水
口

　
　
柴
垣
正
徳

南
山
　
　
　
山
本
庸
雄

平
塚
　
　
　
海
老
原
　
弘

堀
込
　
　
　
名
越
た
て
み

池
の
上
　
　
関
根
千
浪

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
市
民
の
自
由
な
投
稿
に
よ
り
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
、
選
者
は
設
け
て
い
ま
せ
ん
。

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

「
風
楽
里
（
ふ
ら
り
）」

　
風
楽
里
の
活
動
の
場
は
、
中
木

戸
公
園
東
側
の
住
宅
区
内
に
あ
る

緑
地
で
す
。
か
つ
て
の
緑
地
は
真

夏
に
は
2
㍍
の
雑
草
が
生
い
茂
り
、

往
来
す
る
人
や
車
に
と
っ
て
見
通

し
の
悪
い
所
で
し
た
。
以
前
の
除

草
作
業
は
、
中
木
戸
公
園
東
親
睦

会
が
緑
地
所
有
者
で
あ
る
市
に
依

頼
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

2
0
0
8
年
4
月
に
市
か
ら
ア
ダ

プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
提
案
が
あ
り
、

住
民
の
力
で
緑
地
を
整
備
し
花
を

植
え
よ
う
と
有
志
で
風
楽
里
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
当
初
は
大
量
の
不
法
投
棄
に
驚

き
、
開
墾
に
は
多
く
の
労
力
を
要

し
ま
し
た
が
、
今
で
は
8
日
毎
に

行
う
朝
9
時
か
ら
小
一
時
間
の
作

業
で
花
い
っ
ぱ
い
の
緑
地
に
変
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
緑
地
の
花
は
春
と
秋
の
年
2
回

市
が
行
う
花
い
っ
ぱ
い
運
動
で
苗

の
配
布
を
受
け
る
ほ
か
、
自
宅
の

花
や
球
根
、
種
か
ら
の
育
苗
、
多

　
ま
た
ポ
イ
捨
て
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
い
ま
す
。
白
井
駅
前
は
灰

皿
設
置
で
前
よ
り
ポ
イ
捨
て
た
ば

こ
が
減
っ
て
き
た
と
自
負
し
て
い

ま
す
。
活
動
中
に
皆
さ
ん
の
「
ご

苦
労
さ
ん
」
の
一
言
が
励
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
れ
は
花
壇
の
維
持
管
理
の
際
に

花
に
詳
し
い
人
が
い
な
い
こ
と
で

す
。
四
季
を
通
じ
て
も
っ
と
美
し

く
華
や
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、
協
力
し
て
く
れ
る
人
や
関

心
の
あ
る
人
は
田
中
（
4
9
1
）

1
3
4
5
ま
で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

☆
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
興
味

の
あ
る
人
は
市
民
活
動
支
援
課
ま

で
連
絡
を
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問
　
市
民
活
動
支
援
課
市
民
活
動

支
援
班
　
内
線
3
1
5
1

ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
へ
の
活
動
団

体
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。    

　
私
た
ち
は
「
き
れ
い
な
町
つ
く

り
た
い
」
を
願
っ
て
、
ご
み
な
ど

を
ポ
イ
捨
て
さ
れ
な
い
環
境
を
維

持
す
る
た
め
に
市
環
境
課
へ
働
き

か
け
て
白
井
駅
前
へ
の
灰
皿
の
設

置
・
管
理
を
担
当
し
た
り
「
ポ
イ

捨
て
ご
み
の
宝
庫
」
だ
っ
た
白
井

駅
付
近
の
大
型
電
気
店
前
の
中
央

分
離
帯
の
花
壇
の
管
理
を
月
2
回

行
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。

　8月26日に桜台小学校で「白
井杯ミニバスケットボール交流
大会」が行われました。
　この大会は市スポーツ少年団
が開催したもので、市内から4
チーム、市外から柏市、流山市、
我孫子市、栄町から各1チーム
の計8チーム、総勢約120人が参
加し、試合はトーナメント制で
行われ、どのチームも優勝を目指し白熱した試合が展開されました。
　熱戦に次ぐ熱戦の末、頂点に立ったのは南山小・白井第一小学校を
拠点に活動する「ワイルドキャッツ」で、昨年に続き見事2連覇を達
成しました。優勝した「ワイルドキャッツ」の遠藤若奈キャプテンは「先
輩たちが昨年優勝し、その優勝カップを今年も守ることができて嬉し
いです。今後も優勝カップを守れるように頑張って練習していきます」
と笑顔で話してくれました。

ワイルドキャッツ2連覇！

賞状とカップを手に喜びいっぱいの皆さん

　９月16日に石川県加賀市山
中温泉で「芭蕉祭山中温泉全国
俳句大会」の表彰式が開催され、
柳沢純さん（冨士在住）が優秀
賞を受賞しました。
　俳聖として世界的に有名な松
尾芭蕉の代表的な作品「おくの
ほそ道」にゆかりの深い山中温
泉では、芭蕉の足跡をしのび俳

句愛好家の輪を広げるために毎年大会を開催しており、全国1,106句
の応募作品の中から柳沢さんの俳句「しゃぼん玉飛んで子供の空とな
る」が優秀賞を受賞しました。
　チャレンジ精神が旺盛と言う柳沢さんは「日本的なものが好きで俳
句は65歳から始めました。俳句を始めたてのころは季語の意味も知ら
なかった。これまで俳句でいろいろな賞を受賞したことがありますが
今回の受賞が一番嬉しい」と笑顔で話してくれました。

全国俳句大会で特別賞を受賞

賞状を手に持つ柳沢さん

緑地の草取りをするアダプト 530 クラブ

の皆さん

花壇の整備を行うの風楽里の皆さん

市
民
が
育
て
る
き
れ
い
な
ま
ち

つ
く
り
た
い
団
体
紹
介
②

　
　
　
ア
ダ
プ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム


